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川端康成における初恋をテーマとした創作についての考察
A study on the literary creation of Yasunari kawabata in the theme of ﬁrst love
戴　松林
DAI Songlin
要旨　本稿は、川端康成が初恋をテーマとして創作していた過程を、「一」から「六」ま
で六つの部分に分けて、創作理念が真から善を経て美に至る内的変遷の過程として論じる
論文である。「一」では、初恋をテーマとした創作自体が、研究の対象となっていない現
状を紹介する。「二」では、初恋の経緯関連の資料、及び初恋をテーマとした作品を整理し、
真・善・美三つの時期に区分する。「三」では、真に関する想像と真の実態が如何に初期
創作の決め手になっていた内実を論じてみたい。「四」では、作品における真の実践の様
相を論じ、それと対照して次期の善を理念とする創作を論じる。「五」では、表現理念が
善から美へと変わる実質と、美的表現理念の創作実践を論じるつもりである。最後に「六」
では、三つの時期における真・善・美の創作理念と作者の創作意識発展の内的繋がりを論
じ、この課題の展望をしたい。
一、はじめに
　初恋の失恋は川端康成のいわゆる孤児根性の問題とあいまって、彼の創作に与えた影響
は計り知れないものがある。ここでは、初恋をテーマとした作品は、失恋後に創作した、
初恋及びその破綻過程の再構成を主な内容とする作品に限定する。すると、該当する対象
は失恋の翌年（大正11年）から、昭和 2年 5月に発表した「暴力団の一夜」までの時期に
成立したものとなる。一方、失恋をモチーフとした作品は、初恋をテーマとするものから
それをただ一つのエピソードとしているに過ぎないものまで、内容が多岐にわたっている。
　川端康成の初恋をテーマとした創作について、これまでの研究はおおよそ基本的考察が
終わっていると言ってもいい。基本的考察とは大体次の三つの面に集中している1）。即ち、
川端康成の初恋をモチーフとした創作資料の整理と、その初恋の過程に関する調査。初恋
の相手である伊藤初代に関する調査資料、及びこれらの資料と初恋をモチーフとした諸作
品内容との照合。川端の孤児根性を中心とした初恋の過程の分析。これらの基本的考察の
内容からも分かるように、初恋をテーマとした創作の作品と過程自体が独立した研究対象
となることはこれまで一度もなかったと言ってもいい。本稿はこれらの基本的考察を踏ま
え、これら初恋をテーマとした作品（未発表の習作、草稿類も含めて）を研究対象として、
諸作品から読み取れる作者の失恋に対する態度変化の分析を中心とし、そこから川端にお
ける創作意識、及びその背後にある創作理念の変化を明らかにしたい。
二、初恋の経緯と初恋をテーマとした創作内容の整理
1 、初代の生い立ちや身分と初恋の経緯
　川端の初恋をテーマとした創作は、基本的には初恋及びその破綻過程の再構成を主な内
容としている。だから、その創作意識を明らかにするには、作者と初代との関係の実相を
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明らかにしたうえで、実際の過程と作者が再構成した過程を対照させることが不可欠であ
る。作者と初代との関係を明らかにするためには、初代の大まかな生い立ちを把握したう
えで、二人の交際の過程をたどることが必要である。
　初代は明治39年 9月福島県に生まれ2）、大正 4年 3月に母サイに死なれてから会津若松
の母の妹に預けられた。大正 5年東京に移籍した母方の祖父や母の妹の関係によって東京
に来た。その後、芸者置屋の子守など、職を転々して、カフェ・エランに行って、エラン
の女将マスに可愛がられるようになる。大正 7年、高校二年の川端がもう初代と知り合い
であった。大正 9年秋 9月頃、マスは若い男について台湾へ行くことにする（その男は帝
大法学科を卒業して台湾銀行へ就職することになっていた）。そして、初代ともう一人の
少女多賀ちゃんを連れて、台湾に行くつもりで一旦、郷里岐阜に落ち着いた。その間に、
初代達まで連れていくことが出来なくなり、多賀ちゃんは東京に戻り、初代はマスの長姉
夫妻覚音、テイに預けられることになった。テイは、最初、加納天神町の高橋藤次郎に嫁
したが、大正 5年に子供のないまま夫を失っていた。同じ年に、同じ町内西方寺住職青木
覚音が妻を失ったので、テイは間もなく寺へ入った。テイは高橋家の戸主なので正式な入
籍はできなかったが、マス達が岐阜へ来た頃、実質上は寺の奥様でおさまっていた。
　一方、東京に戻った多賀ちゃんが再びカフェ・エランに現れ、彼女を通じてマスや初代
に関する事情が関係者の間に広まった。そこで、もとカフェ・エランの人気者であった初
代を岐阜まで尋ねる中学生や大学生などが現れた。川端が友人三明永無にひっぱられて、
はじめて岐阜に尋ねて来たのは、その後の大正10年 9月半ばだった。この岐阜訪問を機に
川端は、初代と結婚する意志が強まり、大正10年10月再び三明と岐阜に訪れて、初代と婚
約をした。婚約の後、川端がお金の工面をしたり初代の実父を岩手に尋ねたりして、結婚
のための綿密な計画を立てていたらしいが、間もなく初代から婚約を中止したいという「非
常」の手紙を受けて、三度岐阜に訪れた。三回目の岐阜訪問の時、一旦初代に婚約解消の
意志を覆させることに成功したが、帰京後まもなく初代から絶交の手紙を受け取った。大
正11年初め、初代が東京に戻り、川端もうわさを聞き一度会ったこともあるが、間もなく
川端の視野から消えてしまった。初代の生い立ちや身分、及び二人交際の過程に、初恋を
テーマとした作品と関連のある内容は、「表一」3）で簡単に示すことが出来る。
（表一）
番号 時間 名称 関連のある内容
〈 0〉 1906-16 生い立ち A　惨めな少女期、B　生い立ちに相応しい気性
〈 1〉 1917-20 女将の養女
A　女将趣味の体現者、B　女将との繋がり、C　東京の記憶
（川端）
〈 2〉 1920秋 初代の岐阜行
A　あわただしい退京、B　女将と別れづらかった、C　お寺
の養女
〈 3〉 21. 9 .17 川端初岐阜訪問
A　長良川へ行く、B　友達が初代を宿へ連れる、C　健康な
娘の肌理、D　手相を見る
〈 4〉 ―10. 7 川端岐阜再訪問
A　壁塗りの手伝い、B　友達と初代を誘い出す、C　長良川
で篝火を見る　D　記念写真
〈 5〉 川端結婚の準備
A　菊池寛に相談、B　親戚からお金を工面、C　初代のため
の買い物
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2 、初恋をテーマとした作品の整理と時期区分
　本稿で研究の対象とする初恋をテーマとした創作は、初代が岐阜から東京に戻って暫く
の間までの、川端と初代が付き合う過程の再構成を主な内容とする作品群である。失恋し
てから昭和 2年までの約 6年間に創作した初恋をテーマとした作品と、川端と初代との付
き合いとの関係は、「表二」4）で簡単に示すことが出来る。
（表二）
時期 作品名（番号） 創作時間
初恋の過程に関係のある内
容
テーマの所在
失恋から
T12.10まで
新晴（Ⅰ） T11春- 6 -
〈 0〉-A、B　〈 1〉-A、B、C
〈 2〉-A、B、C　〈 3〉-A、B、
C、D
初代を巡る詳しい
所見所感に
無題（一） T11. 6 - 〈 3〉と〈 4〉の間にある
湯ヶ島での思い出 T11. 7 - 8 略 略
南方の火（一）（Ⅱ）T12. 5 - 6
〈 4〉-A　〈 3〉-D、B、A
〈 2〉-C　〈 1〉-A、C
初代を巡る所見所
感を領略する中心に
南方の火（二） T12. 6 - 〈 3〉-A
T14. 2まで
掌編小説
T 1 2 . 1 1 -
T13.12
略 略
篝火（Ⅲ） T12.11 〈 4〉-A、B、C 想像と現実の格差に
非常（Ⅳ） T13.12 〈 5〉-A　〈 6〉-A、B、C 想像と現実の格差に
S 2 .10まで
丙午の娘讃＊ T14.12 略 略
恋を失う＊ T15. 6 略 略
彼女の盛装（Ⅴ） T15. 9 〈 7〉-A、B　〈 8〉-A、B 女の美的イメージに
処女作の祟り S 2 . 5 略 略
暴力団の一夜（Ⅵ）S 2 . 5 〈 8〉-Bの後 女の美的イメージに
鮎（海の火祭） S 2 .10 略 略
＊ 太字の作品は、初恋をテーマとした作品ではないが、それをモチーフとした作品であるから、参考と
して入れた。
＊太字以外の作品は、初恋をテーマとしたものである。　＊斜体字の作品は、未発表のものである。
＊作品引用の便利のために、初恋をテーマとした主要な作品名の後に、ローマ数字の番号を付けた。
＊ 「創作時間」欄のTは大正の略、Sは昭和の略。「初恋の過程に関係のある内容」欄の記号は「表一」に
対応している。
　「表二」に示された諸作品は同じ初恋の過程を表現の対象としていながら、各作品にお
ける語りの動機と目標5）の違いから、はっきりした段階性を呈している。即ち失恋から大
正12年10月までの時期と、大正12年10月以降から大正14年までの時期と、大正14年から昭
和 2年10月までの三つの段階である。各段階における語りの動機と目標の違いは、それぞ
〈 6〉 ―11. 7 非常の手紙
A　受け取る前の結婚準備、B　衝撃と岐阜へ行く途中の心理、
C　初代の惨めな外貌
〈 7〉 ―11.24 絶交の手紙 A　衝撃、B　諦める
〈 8〉 1922初 初代東京へ戻る A　川端非常に淋しい、B　大正11年 5月二人最後に会った
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れの時期に創作された作品に対する内的分析を通してしか浮き彫りにすることが出来ない
が、これらの動機と目標の現れである作品における題材の切り取り方や題材の現れ方や題
材の使われ方など、外的な特徴は比較的簡単に指摘することが出来る。まず、題材の切り
取り方として、特に大正12年10月以降の諸作品においては、初恋をテーマとする作品は、
題材的に重なっているものが非常に少ない。それから、それぞれ大正12年、大正13年、大
正15～昭和 2年を中心とした各時期において、恋の過程の再構成を主な内容とする、題材
の作品における現れ方は、語りにおける想像介入の度合が強化する傾向が目立っている。
このような傾向が、語りの動機と目標を主な内容とする表現理念が、真から善を経て美に
至る過程の現われである。第三に、初恋をテーマとしてではなく、作品の一部分のモチー
フとして使われる創作が次第に増えていき、「鮎」に至って、初恋の全過程を表現の対象
とする創作が丸ごと一つの長編――「海の火祭」――のごく一部分を構成するようになり、
それから、初恋をテーマとする作品がなくなったのである。
　作品における題材の使われ方に見られた外的な特徴は、各作品における語りの動機と目
標とどのような繋がりがあり、更にそれが作者のどのような創作意識から由来し、背後に
どのような創作の理念が隠されているのか、次は川端康成における初恋をテーマとする創
作の発展する過程を三つの段階に分けて分析することを通してアプローチしてみたい。
三、失恋から大正12年10月まで：真の想像と真の実態
1 、真の想像：創作意識としての失恋原因の追及
　川端康成は大正10年10月 7日初代と婚約した後、11月 7日初代の「非常」の手紙を受け
とったから慌てて岐阜に駆け寄り、あの手この手でようやく彼女に別れの意を撤回させた
と思いきや、11月24日に今度は挽回の余地もない「絶交」の手紙を受けたのである。川端
としては「不可解な裏切り」6）を受けたわけである。この事実が川端のいわゆる孤児根性
の意識に結び付いて、本人にどれほどのダメージを与えるかはわれわれには、想像を絶す
るほどのものがあると言えよう。その原因を求めることが、大正12年10月までの初恋をテー
マとした創作の主な創作意識である。
　大正12年10月を境に、初恋をテーマとした創作を区分するのは、この時偶然に川端の耳
に入ったある事実が、彼の裏切られた原因の解明に繋がったからである。即ち、初代が岐
阜にてその養父に当たる「僧に犯された」ことである。この事実自体は川端康成文学の研
究者の間では早くから周知のことであり、インターネット時代の今では普通の川端文学愛
好者にとってもたやすく目に入る情報であるから、今更取り立てて論じる必要もないよう
であるが、有り触れた情報の性質と、その情報に潜在的に含まれている内実についての解
読と知悉はまったく別次元の問題であることも、これまた現代学術的研究の常識である。
　初代が犯された事件が最初に公開されたのは、昭和23年12月30日に刊行された十六巻本
『川端康成全集』の第四巻の「あとがき」においてである。この全集の各巻に付された「あ
とがき」を一つに纏めて出版したのが、よく知られている「独影自命」である。
　「独影自命」は基本的には各時期の日記や書簡などの実際の記録を基にして構成した各
作品の創作をめぐる説明であるから、川端文学研究者の間では殆ど実際の記録として用い
られていた。初代が犯された一件について、昭和五十九年に出版された当時の日記と読み
比べてみると、その実録的性質の様相が更に明らかになる。
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十月、石濱、昔みち子が居りしカフェの前の例の煙草屋の主婦より聞きし話。――み
ち子は岐阜○○にありし時、○に犯されたり。自棄となりて、家出す。これはみち子
の主婦に告白せしことなり。／（中略）余のみち子に送れる手紙は煙草屋にあるとの
こと。（中略）／余の手紙を岐阜より家出の時持ち来れるは不思議に思ふ。7）
十月、石濱、舊エラン前の例の煙草屋の主婦より聞きし話。／千代は西方寺にて、僧
に犯されたり、自棄となりて、家出す。これは千代の主婦に告白せしこと。
（中略）／余のみち子に送れる手紙は煙草屋にあるとのこと。（中略）手紙を東京へ
持ち来りしは不思議な気す。8）
　「あとがき」における人名の変更や伏字処理は、その主な狙いが関係者のプライバシー
の保護にあると言っていいだろう。女性の主人公初代（「あとがき」の「みち子」、日記の
「千代」）がまだ存命中であると考えれば当たり前の処置である。この程度の改竄では研
究の妨げには殆どならないはずであるが、初代が犯された事件が、初恋をテーマとした創
作に結びつけて論じられることが殆どないのは不思議くらいである。
　例えば羽鳥徹哉は、初代が犯されたという上記「独影自命」の内容を引用しながら、そ
の論証の方向を全く別の所へ向け行ってしまっている。
岐阜でのこと、内藤とのいきさつ、そういうことを聞いても、もはや形象化しようと
するちよのイメージに、さほど変更の生ずることはなかったようである。「余の手紙
を岐阜より家出の時」云々には、なおまだちよに期待したい心のいくらかが表われて
いる。9）
　羽鳥は何を根拠にして、初代が岐阜で犯されたことを聞いても、「もはや形象化しよう
とするちよのイメージに、さほど変更の生ずることはなかった」と判断したのか、さらな
る説明はないが、失恋後における川端の創作状況や「あとがき」に事件を公表した時の作
者の態度などを総合しての判断だろうと推察することが出来る。
　まず、基本的資料の面では「新晴」がまだ発見されていなかったこともあろう。「独影
自命」に頻繁にみられる「新晴」の作品名は「篝火」の前稿とされている10）。それから、
上記初代が犯されたことに関する記録は、淡々とした語り口で、作者の激しい感情が一向
示されていないこともあろう。しかし、資料面のことはやむを得ないとしても、淡々とし
た語り口は果たして川端が衝撃を受けなかった証拠になるのだろうか。
　「非常」や「彼女の盛装」などの作品は、川端が初代の犯されたことを知ったあとに創作
されたものだが、作品に再現されているのは作者が真相を知る以前の懐疑と感情の彷徨だ
けで、彼女が自分を裏切った原因が養父の「僧」にあることなどおくびにも出していない。
これを裏返してみると、作品の内容が発生していた当時川端が考えていた原因は、ほかの
男のことしかなかったことが分るのである。上記の初代が犯されたことを記してある「独
影自命」に、川端が同時に初代に強い関心を持ち続けて来たことを記してある。自分の嘗
ての婚約の対象で、ずっと強い関心を持ってきた相手であり、しかも本当の理由が分らず
に裏切られた相手である初代が養父に犯されたことを聞いて、少しの衝撃や驚きもないと
信じられるだろうか。唯一合理的な解釈は、淡々とした語り口は作者がわざとそう装った
ものであるということだ。これは作者が聞いた一か月ほど後にこれを記していたことから
も、仄かにその間の消息を伺うことが出来るだろう。川端が聞いた時、日記に記さなかっ
たのは、当時の衝撃が強すぎたから、気持ちを静めるのに一か月かかったからではないだ
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ろうか。更に言えば、初代が犯された話を聞いて川端が強すぎるほどの衝撃を受けたこと
が事実なら、この話によって彼が以前持っていた初代像が覆されたからなのではないだろ
うか。即ち、初代像が覆されたから、それまでの創作を廃棄せざるを得ないが、淡々とし
た語り口によって自分の受けた衝撃を隠すことは、創作失敗の真相を晦ませるとともに、
初代のプライシー保護にも役に立つのである。これは一見推測の域を出ない考えだが、川
端が初代に関する作品を全集に入れなかったという処置や、大正12年10月までの初恋関連
作品を創作した動機と目標が失恋の真相追求にあるなどから、十分に証明されると思われる。
2 、真の実態：創作を廃棄に導いた失恋の真相
　川端が初代の犯されたことを知りながら、初恋関連の作品にそれを示す痕跡もないとい
うことは、彼が彼女のプライバシーの保護に細心の注意を払っていたことのしるしに他な
らない。例えば、発表後24年経ってからの「篝火」について、「この全集で初めて本に入
れて、今はもう読まれてもいいと思うが、はっきりとモデルがあるので、ラヂオなどはい
やである」11）という文から、川端の初代のプライバシー保護についての考えを直接伺うこ
とが出来る筈である。従って、彼が戀愛「事件を書いたものは作品集に一つも入れなかっ
たわけ」はプライバシーの保護に関係があると考えられる。女が男と戀愛してわけもなく
婚約を破ったことと、その女が養父に犯されたことのプライバシーとしての性質と程度は
まったく違っていることは言うまでもない。早くから作家を志向していた川端が、自分の
日記が将来いつか公開され、広く世間の人目に晒されることを考えていたとしても不思議
なことではないのである。でなければ、衝撃的な話を聞きながら、それを当時日記につけ
ずに、一か月後に淡々とした口調で語るということについて、合理的な解釈が成り立つは
ずがないのである。従って、日記における淡々とした語り口は、自分の受けた衝撃を隠す
ことに役に立つだけでなく、事件の真実性を薄める効果もあるのである。
　川端は失恋後に「新晴」、「無題（一）」、「湯ヶ島での思い出」、「南方の火（一）」、「南方
の火（二）」など初恋関連の作品を創作してみたが、どれも失敗に終わったのは、創作が
必要になった動機、及び創作で達しようとした目標の成り立つ前提が、初めから存在しな
かったことに関わっていると考えられる。
　川端が大正12年10月まで、初恋関連の諸創作をした最終的な動機と目標は、作者がどれ
ほど自覚していたかどうかに関わらず、言うまでもなく失恋の原因を突き止めることに
よって失恋の痛手を癒すことにあると考えられる。相手の初代が明かしてくれないなら、
日記や創作を通して自分で記憶の中を探るしかない。作者がこの時期に書いた日記につい
て述べた次のような感想は、この時期の創作に当て嵌めることも出来るだろう。「友人ま
で引き合いに出して、古い恥をさらすような日記であるが、これらの愚かな日々を通して、
私は自分を支えるのに懸命だったのである。それは日記の言葉には現れていない」12）と。
ここの懸命に「自分を支える」ことは、失恋の痛手を癒すことに通じているのである。
　日記と創作において、失恋の痛手を癒すことに、まず何よりも重要なのは、失恋という
事実を受け止めてから、初代が自分を愛していたかどうかを確かめることである。例えば
日記における次のような内容である。
　　 岐阜の写真屋より送り来し例の写真袋を取り出して、みち子と二人にて撮りし寫眞を
見る。いい子だったのに、いい女だったのにの念しきりなり。彼女の手紙読む。一時
は本当に我を思へる如き文言の気配を嗅ぐ。いい性質文面に現われたりと思ふ。哀愁
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水の如し13）。
　自分にとって初代が好ましいだけでなく、初代の方も「本当に我を思へる如き文言」を
自分に書き送っていたのである。しかし、初代が自分を愛していたことを確認することが
出来ても、それによってもたらされた慰めは、「哀愁水の如し」に示されているように、
極めて限られたものである。それから、さらに重要なのは、初代がなぜ自分を裏切ること
になったのか、その原因を突き止めることである。
　自分が裏切られた原因を追究することは、いわば川端が失恋の痛手から救われるかどう
かの鍵になるのだが、決定的な情報がない限り、当事者にとっては雲を掴むようなのであ
る。川端は主に二つの面から取り掛かっていた。一つは日記に示されるように初代に関す
る情報や動向に絶えず関心を持つことで、今一つは繰り返し初恋に関する創作をすること
である。日記と創作おける川端の関心の置き所は微妙に違うが、二者には形の違いを超え
て、共通する関心の目標がある。即ち、自分にとって初代とはどのような存在であるかを
決めることである。これを決めることは直接的に自分が裏切られた原因の解明に繋がるか
ら、現実的に捉えた初代像の変化は、創作に直接的に影響することになるのである。例え
ば、大正12年 1月25日に接した新しい消息によって、直ちに新しい初代像が結ばれた。
遂に、遂にアメリカに至る。来たらざること初夏以来。ドキドキす。階下奥まで見渡
して、みち子なし。二階に行く。矢張りいず。石濱丁寧に信子に問う。二十日程前、
帰国せりと。よく聞けば、都を捨てて、父の懐にかへれるなり。父老いたればとて。
父より度々手紙来たりし由なり。「さうか。」、「たうとう。」と心静まる思いもあれど、
失望、落胆、張り合い抜けて、呆然たり。千々の思ひす。14）
　彼女の「帰国」を聞いて、「「さうか。」、「たうとう。」と」納得して、年老いた父を思う
初代像を形成したわけであるが、暫くしてこの初代像を基に新しい創作を試みた。
「新思潮」南天堂の経営により七月創刊の筈なり。／余、初号より「南方の火」の題
下に、みち子一件を連載する心組みなり。／「南方の火」において彼女の帰国に筆を
止むべし。／されど事実はさにあらず。一月末アメリカにて聞きしみち子帰国のこと
は、その真偽判じがたし。アメリカの女給信子、みち子の意を體して余等を欺きしに
や。みち子、アメリカの女給を欺きしにや。あるひは一旦帰国せるもまた上京せるに
や。いづれとも分明ならざれども、石濱がカフェ・パリにて聞けるところによれば、
京橋の北日本にみち子現われたりと。更に後、石濱浅草へ朝倉と同行せる際、元パリ
女給琴子に会い、同じく元パリ女給マサ子の日本亭にあるを誘いて、アメリカに行き
しが、その時琴子の語るところによれば、みち子は北日本には二三日居りしのみにて、
品川に家を持ちし由。ただ家を持ちし由とのみ聞く。父を迎えてにはあらざるべし。
男となるべし。／（頭悪くて、こんな文章さへ書けず。――恐るべし。）15）
　一月の末に形成した初代像に基づいて「南方の火」を「連載する心組み」だったが、五
月二十日までにさらなる消息を耳にするに及び、初代像が乱れ、もとの創作計画を実行出
来なくなり、「南方の火」も「一」を掲載しただけで、その続きの「二」は草稿も完成し
ないまま中止になったのである。その後まもなく初代が養父に犯されて、「自棄となりて、
家出す」ことを知り、これまでずっと思い続けていた「不可解な裏切り」が覆され、これ
まで創作の根拠としていた前提がなくなったので、大正12年10月までの初恋をテーマとし
た創作すべて廃棄されることになったのである。
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四、大正14年まで：善とは何であるかを思いめぐらすこと
1 、真から善、美へと移り変わる創作の動機と目標（理念）
　初恋をテーマとした創作が、初代の養父に犯された事件を知ることによって、大きく影
響されたということは、大正12年10月を境に彼の創作に大きな変化が起きていたことから
も証明されると思われる。その創作における一番大きな違いは、作品において、失恋の真
相を求める強い意識がなくなったというところにある。前節において、この違いをもたら
した根本的な原因は、初代の犯されたこが作者の創作意識に及ぼした影響――創作の動機
と目標の根拠となるものを根こそぎ奪い取ったところにあるということを、主に当時残し
た日記とこれらの日記を基に書いた昭和23年全集の「あとがき」を手がかりとして、論じ
てみた。即ち、初代が養父に犯されたことを聞いて、川端は彼女が自分を理由もなく離れ
たのは、本当は自分を裏切ったからではなく16）、恋愛に関して異常に純情ぶりを示してい
る自分のことにも関わりがあって、これまでの人生で持っていた美しい憧れが全く砕けて
しまったから、やけになって婚約を破棄したのではないか（「自棄となりて、家出す」）と
いうことに思い至った。そのため、もうこれまでのように自分が裏切られた真相を追求す
ることを創作の動機や目標とすることは意味がなくなったのである。それでは、以降の創
作は何を動機や目標として行われていたのだろうか。初めの創作の動機と目標は“真”（自
分が裏切られた真相）にあるとすれば、大正12年10月以降に創作された初恋をテーマとし
た作品内容の分析をすると、その主な動機と目標はすでに“真”から“善”と“美”へ移
り変わっていたのではないかと考えられるのである。即ち、各作品における表現の対象や
目標や方法の違いによって、初恋をテーマとした創作における動機と目標は、大よそ三つ
に分かれると考えられる。つまり、失恋の真相を追求することを通じて真がどこにあるか
を求める段階から、失恋の過程の再構成を通して、善い愛とは何であるか思いめぐらす段
階をへて、失恋の過程の再考に基づいて戀愛に関して美が如何に実現できるかを試みる段
階に至ったのである。真と善の段階の境は大正12年10月にあるが、善の探求と美の探求の
分かれ目は大よそ大正14年にある。次に、川端の“真”を求める過程を、作品分析を通し
て明らかにし、それと対照させながら彼の善を探求する過程を解明してみよう。
2 、善の段階の前提：大正12年10月までの創作における真の実践
　大正12年10月までの初恋をテーマとした創作は、大正11年 7 - 8月に書いた「湯ヶ島で
の思い出」を境として、今までに残されている資料から見て、大きく二つの試みに分けら
れる。一つは「新晴」と「無題（一）」で、もう一つは「南方の火（一）」と「南方の火（二）」
である。この段階の創作はどれも完成されていないから、作品のテクストだけでは全体の
構想について何とも言いようがない面もないではないが、日記などと照らし合わせて構想
の輪郭を大まかに定めることも不可能なことではない。
　「新晴」は、「篝火」の原稿の表題に「新晴」の見せ消ちの跡を残しているから、一時「篝
火」の草稿とされていたが、川端香男里の公表した「新晴」の原稿により、位置づけが「「篝
火」の原型」17）に改められた。二作の内容の比較から分るように、「篝火」は主に川端の「岐
阜再訪問」を取り扱っていたのに対して、「新晴」は彼の「初岐阜訪問」を内容としている。
もし後者を前者の「原型」として見るなら、後者の創作はまだほんの序の口しか完成され
ていないことになる。これを同じ時期に創作され、主に川端の「初岐阜訪問」後、東京で
「岐阜再訪問」を決める過程及び岐阜再訪問を表現対象とする「無題（一）」と繋げみると、
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むしろ「新晴」＋「無題（一）」を「篝火」の「原型」とした方が合理的ではないかと考え
られる。「新晴」などが「篝火」の「原型」であることは、大正12年10月以前の創作の計
画において、「非常」の題名がよく「新晴」とともに現れた18）が、「篝火」の題名は全く出
なかったことからも間接的に証明される。原型とそれに基づいて創作された作品との繋が
りは、主として作品の題材の面にあるが、創作の動機や目標の面から見ると真、善、美を
特徴とした三つの段階における諸創作の間に、ずっと緊密的な繋がりを持っていると言っ
ていいのである。
　題材の面から見ると、「新晴」や「南方の火（一）」19）と「篝火」や「非常」との主な違
いは、後者においては前者で主な表現対象としていた川端の「初岐阜訪問」を省略してい
るだけでなく、前者においてよく見られる初代の生い立ちや身分に関する回想も後者では
殆ど省かれてしまったというところにある。表現対象の違いは一目瞭然の事実であるから、
ここではただ初代の生い立ちや身分に関する回想について実例20）を挙げてみよう。
Ⅰ-1　俊夫が偶然みたあはただしい退京の時の稚枝子は、濃い白粉に顔を殺して、繊
弱な格好故に辛じて微かな情趣は汲めても何といっても不自然な桃割に結ひ、派手な
袂の長い着物をけばけばしいコオトの重さうな中に纏っていた。それが稚枝子を養っ
て来た女の趣味だった。
Ⅰ-2　稚枝子の養われてゐる寺にも子供はなかったが、稚枝子は寺の後取りに貰はれ
てゐたのではなかった。今の養母は実家の邑岡といふ家の戸主になってゐたので、嫁
入先の寺に入籍が困難であった。……稚枝子は戸籍だけが残ってゐる邑岡家の相続人
となり、同時に梵妻が内縁の妻の境涯を脱れて、寺に籍を移さうとしてゐるのであった。
Ⅰ-3　稚枝子を十一の歳から十五まで養ったカフエエ・リラの女主人がその梵妻の妹
だった。前年の秋の末、大学を出たての新しい夫に連れられて任地大連に行くことに
なり、リラの経営を人に譲った。稚枝子を大連に伴ふことを許さなかった。しかし、
外の女達と共に新しい経営者に稚枝子を残すのは、稚枝子自身も肯かないだらうし、
稚枝子を実父に返すには、稚枝子と特別の関係があり、それより強い愛着があった。
それに、若い男と結婚した年増女の行末を気づかふ淋しさが、稚枝子を離しともなく
させた。それで稚枝子を岐阜の妹の家に置いて内地を去った。
Ⅰ-4　俊夫達は、リラの女主人と若い法学士との結婚を、法学士の一時の心迷ひによ
る早晩破鏡を招くものと思ひ、寧ろ法学士を同情してゐた。稚枝子にどうだと尋ねて
みた。大連の小母は病気がちで、時々は喧嘩もあるらしいが、別れ話なぞは起らず、
法学士は来春洋行するらしく、小母は夫を外国にやることも同行することも厭がって
ゐると、稚枝子は大人びた言葉で云った。俊夫達は洋行が縁の切れ目だと云った。そ
して、又その女と稚枝子との生活が岐阜でか東京でか始まるのだと、俊夫は思った。
Ⅰ-5　小母と岐阜で別れる時、稚枝子は大連へでもアメリカへでも一緒になら行って、
どんなことでもすると、頼んで泣いたがきかれなかったのであった。……
Ⅰ-6　自分より複雑な稚枝子の手相を見て、そこに稚枝子の過去の日々を、はたと思
い起こし、稚枝子の稟質からもそれが想像される未来を、暗く畫いてみた。
　原稿用紙24枚の作品に初代の生い立ちや身分に関する回想がこれほどまでに詰め込まれ
ているのは異常なことと言わざるを得ない。これらの回想には、初代の趣味（Ⅰ- 1）や
現在の客観的な視点（Ⅰ- 2）や生い立ち（Ⅰ- 3）や男主人公が見ていた彼女の環境
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（Ⅰ- 4）や彼女の性格（Ⅰ- 5）と運命（Ⅰ- 6）など、女主人公の生い立ちと身分などを
立体的に浮き彫りにすることを通して、彼女という存在の実質を捉えようとする狙いが見
え隠れしている。これは、作品のプロットに殆ど関係のない、男主人公が見ていた大量の
景物描写や、作品が殆ど川端の初岐阜行の経過を時間順に表していることなどと結びつけ
て考えると、婚約をする以前における自分の感受性や初代との交際の過程にまで遡って、
初代の生い立ちや身分の中において、自分が彼女に裏切られた原因を探ろうとする動機や
目標が見えてくるのではないかと考えられるのである。このような動機や目標は「南方に
火（一）」にも存在している。これにも初代の生い立ちと身分に関する事柄がよく散りば
められている21）。
Ⅱ-1　名産の雨傘と岐阜提灯を作る家が多いその町の澄願寺といふ真宗の寺へみち子
は養女に来てゐるのである。
Ⅱ-2　みち子の手相を見た瞬間に、自分の過去とみち子の過去と二つの追想が一つに
なって迫って来た。
Ⅱ-3　みち子が東京でみてゐた頃とはだいぶ変って来てゐる。
Ⅱ-4　みち子の姿から素早く俊夫が非常に新鮮な感じを受けた。東京の記憶を裏切ら
れ、想像を破られたところに生まれる軽い驚きが、彼の心にいい感じをぽたりと落と
した。
Ⅱ-5　東京でみち子を養ってゐたカフェのおかみの悪い趣味を、田舎風に洗ひ落とし
てゐた。右寄りに分けた髪が白粉のない顔の左の眉尻をちょっとかすめるまで額に垂
れて、束髪に結んでゐた。めりんすの単衣を着てゐた。
Ⅱ-6　東京でさうだったのがつづいて、裏には女として感じてゐる心持が流れてゐな
がら、表には半ば以上子供に対するやうにさらりと振舞ってゐた。みち子にはその表
裏二つがはっきり感じられてゐた。
　「南方の火（一）」において、初代の生い立ちや身分について、客観的対象として単純に
紹介することが殆どなくなり、大体男主人公の感性的受け止めを経て感興の中心になる部
分を簡単に提示するにとどまっている。このような変化と相まって、作品の語り方も、川
端の「岐阜再訪問」を手掛かりにして「初岐阜訪問」へ入るという工夫をし、「初岐阜訪問」
についても時間順に語ることを全面的に廃し、初代の手相を見るところが大きくクローズ
アップされるようになっていた。このように、「新晴」のような初代の生い立ちや身分など、
比較的客観的な状況の追及を中心とするものから、男主人公の感受性や受け止め方を中心
とする傾向に変わって来ている。だが、やはり頻繁に初代の生い立ちや身分に立ち返って
いることから見て、追及の仕方を変えながらも彼女に裏切られた原因を求める傾向が見え
隠れしていることが分るのである。
3 、大正14年までの創作における善の実践
　上記真を動機と目標としていた創作と違って、「篝火」や「非常」においては、初代の
生い立ちや身分への立ち返りが殆どなくなり、川端の「初岐阜訪問」も表現の対象から排
除されて、自分が初代に裏切られた原因を追究する道を断っただけでなく、男主人公の女
主人公に対する戀愛感情に関しても、激しい恋情を持ちながら自分の感情に常に疑いの目
を向けて、善い恋愛とは何か思いめぐらす傾向が目立ってくる。例えば、22）
Ⅲ-1（前略）船を曳いてゐるのを眺めながら、私達は橋袂のはうへ歩いた。寂しく沈
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んだ聲をみち子がぽとんと落とした。／「どうなさいますの。」／この私をどうなさ
います、といふ意味にふと間違へたほど、その言葉は私に不自然に響いた。全く、ま
だものの形も見えないこの十六の小娘をどうするのだ。ここに命一つとして生きてゐ
るみち子とは同じ血が通ってゐない人形のみち子を、私は空想の世界で踊らせてゐた
のではないか。これが恋心といふのか。そして、美しい名の結婚とは、一人の女を殺
して私の空想を生かさうとすることではないか。「どうなさいますの。」とは、物が砕
ける悲しみのやうに聞こえる。一本気で勝気な、きらきら光るみち子を、曇りと重み
のないものとして、軽々自由な青空に飛ばせる、それが戀であらうがなからうが、結
婚であらうがなからうが、私の祈願であった。
　これは、表面では「私」の想像している「みち子」と目の前の彼女の違いを表している
ようであるが、その実質は善い恋愛とは何かに関する迷いと探求の現れである。そして、
次の例には、世間の目と自分の想像の違いを問題としているが、その実質はやはり婚姻に
関する迷いと探求の現れである。
Ⅲ-2　「で、みち子にはどう言ってくれたんだ。」／「俊さんが君を望んでゐる。お前の
身にとって、こんないいことはないと僕も思ふし、それに第一、非常に似合ひだと言っ
てやった。」／似合ひ、この言葉が突然私を恥ずかしくした。そしてその言葉のうちに、
朝倉の眼に映ってゐる私といふものを、はっきり感じて、ふと寂しかった。みち子は
強い、私は弱い、みち子は明るい、私は暗い、みち子は賑やかに浮いてゐる、私は淋
しく沈んでゐる。しかし、さう思ふのは私を分かってゐてくれないんだ。と私は弾き
返してゐた。
　勿論、主人公の迷いは、相手の言葉遣いや、周囲の見方とかのような具体的対象にでは
なく、彼自身のものの見方と感じ方、即ち戀愛と結婚に関して善とは何であるかについて
の疑問にあることは、次の言葉に端的に現れている。
Ⅲ-3　私は感情が少しも言葉に出来ない。空想してゐたのとはまるでちがふ。みち子
のはうが遥かにしゃんと立ってゐる。そして、黙ってしまふと、私の安らいだ心は、
静かに澄んだ水になって、ひたひたと遠くへ広がってゆく。眠ってしまひたいやうだ。
この娘が自分と婚約してしまったと、みち子を見ると、この娘がねえと、珍しいもの
に眼を見張る子供のやうな快い驚きを感じる。不思議でならない。私の遠い過去が新
しい光を浴びて、見てください見てくださいと、私に小さく擦り寄って甘えてゐる。
私のやうな者と結婚してしまってと、なぜだか、無鉄砲なみち子が可哀想でならない。
あきらめ――結婚の約束は一つの寂しいあきらめかしら。ふと私は、広い闇を深く落
ちてゆく二つの火の玉を見てゐる。何だか、世の中一切が、音のない小さい遠景に見
える。
　「しゃんと立ってゐる」みち子と「心は、静かに澄んだ水になって、ひたひたと遠くへ
広がってゆく」「私」の違いは、二人の婚約に対する違和感の源であり、そして婚約によっ
てもたらされた「寂しいあきらめ」が世界を「音のない小さい遠景に見え」させる原因な
のである。これらはすべて、善い恋愛と結婚とは何かへの迷いであり、広く言えば“善”
とは何かに関する思いめぐらしなのである。
　「非常」においても、主人公が基本的には「篝火」と同じように“善”とは何かの問題
に面している。例えば、「私」が作家「今里氏」が創作中の作品にある女主人公の運命を
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翻弄する処置に対する感情からも、これを伺うことが出来る。
私は何か言ひたかった。私は近く結婚しようとしてゐるのだ。だから、結婚に夢を持っ
てゐる。（中略）／私の感情は結婚の予想で細かく成ってゐる。こんな風に荒っぽく
人生を裏返して眺めることに不服だ。／「しかも、その女はその結婚に何の責任もな
かったんだ。結婚するのではなくてさせられたんだ。西も東もわからない小娘の時に
両親に強いられたんだ。十六で……。」／「十六！」と私は口の中で呟いた。私と結
婚の約束をしてゐる娘は十六だ。私は前々から十六七より年上の娘にはなんの魅力も
感じないといふ病的な好みに捕へられてゐた。しかし世間では、十六の娘と結婚する
のは異例である。私は私のこの異例を空想で美しく飾り立てて楽しんでゐるのだ。／
「十六で結婚することなんか滅多にないでせう。どんな風に結婚するんです。」／「そ
りや君、新任の知事の息子が、その土地の旧藩士で県庁に務めてゐる小役人の、娘を
立って望んだとでもすればいいさ。通俗な小説としてなら……。」／今里氏は無造作
に片づけた。私は黙ってゐた。23）
　「通俗な小説」の世界と「私」が想像していた「十六で結婚することなんか滅多にない」
世間と「私」の「病的な好み」と、ここではただ「十六で結婚すること」に対する三つの
態度の象徴だけではなく、主人公の眼に映じたこの三つの態度は、彼が自分の「空想」に
独善的に立て籠もることがもう出来なくなっていることの印であり、彼が“善”を暗中模
索していることの現われでもある。
五、昭和 2 年まで：美がいかに実現できるかを試みること
1 、「言葉」と「現実」の「彼方」へ出ること：表現理念の善から美へと変遷する実質
　初恋をテーマとした創作として、表現の動機と目標が“善”にあるⅢ・Ⅳと、“美”に
あるⅤ・Ⅵとは、題材の面においてⅣとⅤ、及びⅤとⅥの間に一部の重なりがあるだけで、
基本的には違った題材を表現対象としていると言っていいだろう。このような表現対象の
形態にも、Ⅲ・ⅣとⅤ・Ⅵの間に起った川端の表現理念の変化が反映されているのではな
いかと考えられる。題材の一部重なりは、「岐阜一件のごとし、早く書き終へ、新しき方
へ向ひた」24）い川端にとって、「「非常」までは、私小説的な扱いが許容された」25）が、その
後、新感覚派理論の受容をも経たし、題材を完全に私小説的に扱うことは難しくなったの
で、一部の重なりがやむを得ないことになったのである。一方、表現の理念が私小説的で
はなくなったとしても、「岐阜一件」を一つの連続的な表現対象として「書き終へ」るた
めには、出来るだけ題材の重なりを避けることが要求されるのである。従って、表現理念
の善から美への変遷は、川端においては基本的には新感覚派理論の受容と別々のものでは
ないが、彼の表現意識において最初に浮かび上がっているのは主として文学と宗教との関
係の問題のようである。
　善を表現の理念としていた時に、川端の表現意識における文学と宗教との関係という問
題が、最初に明確な形を取って現れたのは「「文芸時代」創刊の辞」においてである。
「文芸時代」と云ふ名は偶然にして必ずしも偶然ではない。「宗教時代より文芸時代へ。」
この言葉は朝夕私の念頭を去らない。古き世に於て宗教が人生及び民衆の上に占めた
位置を、来るべき新しき世に於ては文藝が占めるであらう。（中略）我々の祖先が墓
石の下にその屍を埋め西方浄土の永生を信じて安らいだやうに、我々の子孫は文藝の
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殿堂の中に人間不滅の解決を見出して死を超越するであらう。（中略）また我々の祖
先が佛の御寺に詣でて聖から生くべき道を聞いたやうに、我々の子孫は文藝の御寺に
詣でて生くべき道を知るであらう。26）
　「篝火」と「非常」における善い恋愛と結婚に関する思いめぐらしは、その善の創作理
念の現われであると同時に、宗教に代わるべき文藝の実践であり、「新しい生活に裏付け
られない新しい文藝は、単なる末梢神経的な痙攣に過ぎない」27）彼にとっては、新しい生
活の探索でもあろう。ここの「新しい生活と新しい文藝」は基本的には「新表現と新精神
の創造」28）と同じレベルのもので、一種のスローガン的、抽象的な談義の傾向が強いが、
千葉亀雄によって大正13年11月に命名された新感覚派への「馴化」と「反応」をへて、大
正14年 3月の「新感覚派の弁」や「番外波動調」に「スローガン化から具体化への深化」
にいたり、「新たなる自信」を得て、新感覚の前衛的な「青い海黒い海」を創作した29）の
である。「青い海黒い海」における前衛的な試みは、試みに終わったことが、川端の表現
意識にまたささやかな変化をもたらした。即ち、「〈「如何に生くべきか」と「如何に死す
べきか」との二つが〉仲良く手をつないでいた宗教のあり方を文学のテーマに応用」30）して、
「青い海黒い海」のように「如何に死すべきか」を前衛的手法で直接的に表すより、それ
を日常との関係における「表現」或は「現実」として考えることにしたのである。
哲学にしろ、宗教にしろ、少し深い精神的探究は直ぐに言葉の彼方に出てしまふ。同
じく精神の仕事である文学の世界に於ても、言葉で表せないものをより多く感じる人
程、より優れた芸術家であると云へよう。云ひ換へると、彼以前の人間の言葉による
表出では表されてゐないものをより多く感じる人程より優れた芸術家なのである。つ
まり彼は人間の生活を豊富にしたことに於て、人類に栄光を加へたのである。（中略）
現実と云ふものに就ても、言葉と云ふものに就て右に述べたと同じやうなことが云へ
る。（中略）少し凝視すれば、現実と云ふものは底抜である。現実をより鋭く捉へる
精神程、現実の相に就てより多くの懐疑に陥る。（中略）文学者にしても、現実に強
い凝視を向けた人は現実の彼方に出て了った。つまり、魂の深淵を覗いた。そしてさ
う云ふ人々の観照や表現は悉く感覚的である。（中略）ゲエテにしろ、ポウにしろ、
ストリンドベリイにしろ、チェホフにしろ、恐しく感覚的である。徹底現実主義者の
正宗白鳥氏にしても、魂の妖気を感覚的に感じるやうになった。31）
　「人類に栄光を加へ」云々から見て、「宗教に代わる文藝」の思想と遠く離れているとは
考えられないが、ここで積極的に意味があるのは、日常的な「言葉」と「現実」の彼方に
出ることを優れた芸術の基準にしたことと、「感覚的」という共通点によって伝統的な「現
実主義」の文学と繋がっていたことである。
　新感覚への「馴化」的、「反応」的受容を経て、川端の文学創作に齎されたものの中心は、
いわば日常において感覚的に日常の「彼方」に出ることを心得たところにあると思われる。
川端におけるこの変化は、一見千葉亀雄の新感覚派命名によってもたらされたようだが、
実は彼における早い時からの探索の結果であることは、その初恋をテーマとした創作を点
検することで分るのである。例えば、川端が真を主な創作理念としていた段階において、
早くも善と美の段階に属する「非常」と「南方の火」の表題が出ていたことから見て、彼
が真相を求める創作の中にも善と美の萌芽が含まれていたことが分るのである。一方、「南
方の火」という表題を付けていながら、Ⅱでは初代の生い立ちや身分に常に立ち返るだけ
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で、「丙午生れ」ということに直接触れたことが全くないことから見て、真を求める段階
では「丙午生れ」ということは実体として追及されていたことが分るのである。善を求め
る段階に至ると、初代の生い立ちや身分に立ち返ることが殆どなくなるとともに、「丙午
生れ」に直接触れる言葉が現れてくる。
「出てみないか。」と朝倉が呼んだ。みち子が立ち上がった籐椅子に私は坐った。白
く低い早瀬の向うに町端れの灯が遠い。みち子がひとりごとのやうに言った。
「午が祟ってゐたんですね。」／丙午生れのことを言ってゐるのである。過去の日々
を思ひ出して、ここに新しい自分を見てゐるのである。――丙午の二八の乙女、この
古い日本の伝説の飾りが、どんなに私を刺激してゐるか。／みち子はとりとめもない
ことを、だだっこが線香花火を振り回すやうにしゃべり初めた。32）
　ここで、「丙午生れ」が実体を離れて、読者へ働く言葉としての傾向が芽生え始めた。
勿論、この芽生えが、“美”を理念とする創作意識にまで成長するのには、新感覚派意識
の洗礼を経なければならなかった。
2 、人間的現実の捨象と美的イメージの造形：美的表現理念の創作実践
　大正14年12月、川端が「丙午の娘讃」を発表した。文章は先ず「丙午の娘」についての
伝説、「丙は陽火なり。午は南方の火なり。火に火を加ふる故に悪し」などによって、「丙
生れだから火の娘である」ことを引き出す。それから、「新聞や雑誌に出た丙午の娘に関
する記事」や「現に私が知ってゐた十六の丙午の娘」の例や、「今年二十の女の星は四緑
である。（中略）四緑なる星は浮気星だとの説」等によって、「美しくて、勝気で、剛情で、
好戦的で、利口で、浮気で、移気で、敏感で、鋭利で、活発で、自由で、新鮮な娘が、丙
午年生れに多い」ことを導き出す。続いてこれらすべての伝説と性格を「迷信」にして、
まことしやかな科学的解釈を施すのである。
丙午の娘は戦ひの娘だからだ、と云ふのが私の意見である。つまり、彼女達は明治
三十九年生まれだからと云ふことになる。日露戦争の娘だからということになる。日
露戦争、それは日本が国を賭して戦った、建国以来の戦ひだ。（中略）明治三十九年
に生れた娘の大半は三十八年から九年にかけて母の胎内にゐた。そこで彼女はどんな
胎教を受けたか。大空までが戦ひと勝利との色に染まった、国家的興奮である。銃後
の人である母や家庭だけの感情を想像しても産児の特質は明らかである。（中略）丙
午の娘であることを思へば、一種凄惨の気に打たれる程だ。しかも周囲に国家的激情
と混乱とがある。33）
　ここにおいては、「丙午生れの娘」は、歴史的実体を離れ、完全に様々な言葉の綾で織
りあげられた美的空間が浮かび上がってくるのである。
　「丙午の娘讃」における美的空間を造形する実験が、いわば「表現について」において
得られた、日常において日常の「彼方」に出るという理論的結論に格好の実例を提供した
のである。このような実例と理論の両面における探索が間もなく発表された「彼女の盛装」
において全面的に開花したのである。この作品は、川端が初代の絶交の手紙を受け取った
後と状況設定しているが、「十五通ばかりのみち子の手紙を月日の順に読み返」すことで、
絶交以前の回想が主な内容になっている。その回想には抄録が非常に多くて目立っている。
十五通中四通を、人名だけ変えて、期日を含めて全文抄録している。それから「運勢暦」
から、「丙午の娘の運勢易断」や「十七歳・丙午四緑・天河水」や「二月の気運・壬虎五黄」
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や「三月の気運・癸卯四緑」などについて、長々全集本四頁を抄録している。抄録の第三
は、彼が彼女を迎える準備として書いた諸々の品々の陳列である。陳列というのは、これ
らの品々の名称を一つ一行の形で並べて、恰も博物館か何かを見回る感じにしていること
である。これらの抄録において、共通するのは、抄録内容に当然付き纏っている人間的現
実が全く捨象されているということである。例えば同じ「非常」の手紙を全文抄録してい
る「非常」と「彼女の盛装」を比べると、前者では作品の主要内容を構成している、手紙
を受けた男主人公が慌てふためいて、岐阜まで駆けつける過程におけるいろいろな想像や
感想や途中の景物に対する感覚などは、後者では「前後の見境もなく養家に駆けつけてみ
ると」の一文に要約されている。この処置によっては、その受け手の「現実」的、「感覚的」
反応などによってはじめて実体として立ち現れる手紙は、「言葉」と「現実」の「彼方」
に出るものとして、女主人公の美的イメージ（通俗的に言えば、奇矯な一癖の持ち主）の
造形に寄与するのである。
　作者の美を形作る眼は相手の女性にだけでなく、自分の分身とも言える男の方にも向け
られている。これは、その男の眼に見える女のイメージの変化からもはっきり分るだろう
思われる。
Ⅰ-7　『いいですわ……。』稚枝子はさう呟いてうつむいた。そして俊夫に、田舎のあ
まり地位の高くない男の妻となる稚枝子の、それからそんな生活にゐる二十五くらゐ
までの稚枝子の種々の場合のしぐさが、幾つかの舞台面をちらちら素早く見るやうに
浮かんだ。さうした田舎と夫に決して安住しないと信じる、女としての稚枝子が、そ
こにゐた。
Ⅱ-7　俊夫と柴田はひたすらみち子をいたはって、たのしませようたのしませようと
気を配ってゐた。東京でさうだったのがつづいて、裏には女として感じてゐる心持が
流れてゐながら、表には半ば以上子供に対するやうにさらりと振舞ってゐた。みち子
にはその裏表二つがはっきり感じられてゐた。
Ⅴ　「東京へ来たって、何もしなくもいいんだよ。子供のやうに遊んでゐればいいん
だよ。君もずいぶん苦労したから、もう一ぺん子供になり給へ。」／「そんなこと勿
体なくて出来ませんわ。」（中略）／全く彼女をもう一度子供にしてやる必要があると、
彼は思ってゐた。それは、彼女を得ることによって自分が子供になりたいと、彼が思っ
てゐたからだ。小さい時から両親を離れて育った二人は、もう一度子供に還って、い
や生れて初めて子供になって、清まらなければならないと思ってゐたのだ。彼は彼女
の身についてゐる過去の生活の滓を洗ひ落としたいと思ってゐた。
　上記三つの例34）から、女主人公を見る目の変わる過程ははっきり示されていると思われ
る。大正11年 6月くらいまでは、もっぱら「女として」であったが、大正12年 7月になる
と「女として」と「子供」の「裏表二つがはっきり感じられ」るようになり、「彼女の盛装」
に至っては、「子供」だけが目立ってきたのである。彼女だけではなく、自分も「もう一
度子供に還って、いや生れて初めて子供になって、清まらなければならない」というのは、
自分のイメージも美意識のフィルターを通しているのである。このような例は枚挙に遑が
ないくらい多い。この作品だけでなく、初恋をテーマとしたもう一つの“美”を表現理念
とした作品「暴力団の一夜」も基本的には同じである。女主人公栄子を「勝気で強情な小
娘の気性」と「寂しがりやう」のイメージを美的に作り上げているために、栄子のわがま
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まな言動を様々な噂で伝え、ある種の美的ベールを掛けた。それから内藤や新吉や川島な
どの人が、栄子を巡って熱中したり、思いを寄せたり、張り合ったりする言行を通して、
更に彼女の美的イメージを作り上げて行ったのである。
六、終りに
　以上に述べて来たことをまとめると、川端の初恋をテーマとした創作は、大正12年10月
に初代が養父に犯された話を聞くことと、大正13年10月の「「文芸時代」創刊の辞」から
千葉亀雄の新感覚派命名をへて大正14年 3月までの新感覚派意識の「馴化」的、「反応」
的受容とによって、大体三つの段階に分けられる。第一段階では、主な創作意識は作者が
失恋の真相――自分が裏切られた原因を求めることで、これらの創作にはある種の真を動
機と目標とする創作理念が隠されていた。第二段階では、自分が裏切られた原因を求める
ことが無意味になって、第一段階の創作が全面的に廃止されたことを受けて創作が再開さ
れ、今度の創作意識は何が善い恋愛と結婚であるかを思いめぐらすことにあるが、創作の
背後に善を動機と目標とする創作理念が見え隠れしている。第三段階では、新感覚意識の
受容によって、「言葉」と「現実」の「彼方」に出ることが優れた芸術の基準と定められ、
文学創作における善の創作理念も先端の創作意識には合わなくなる。そして、創作対象の
美的イメージの追究が新しい創作意識として浮かび上がり、美を動機と目標とする創作理
念が確定されたと思われるのである。初恋をテーマとした創作において見られる創作理念
の真から善を経て美に至る過程は、同じ時期に創作された初恋と関係のない作品や、その
後創作された初恋をモチーフとした作品とどういう関係にあり、更に、川端の前期乃至全
創作において、どのような意味を持っているか、などについては、今後の研究課題とした
い。
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